
愛
媛
新
聞
社
を
通
じ
て
御
承
知
の
古

生
物
の
発
堀
に
つ
い
て
は
、
共
同
通
信

を
通
じ
て
今
や
全
国
的
に
著
名
な
事
実

と
し
て
注
目
を
う
け
て
お
り
、
学
界
で

も
貴
重
な
資
料
と
し
て
保
存
方
の
要
請

を

う

け

て

い

る

。

与

発
堀
調
査
は
、
愛
媛
新
聞
社
と
肱
川

村
が
行
い
、
横
浜
国
立
大
学
鹿
間
時
夫

博
士
、
愛
媛
大
学
永
井
浩
三
博
士
、
同

山
内
浩
助
教
授
が
中
心
に
十
余
名
の
調

査
団
を
編
成
八
月
二
十
七
日
か
ら
九
月

二
日
ま
で
行
わ
れ
た
。

調
査
は
中
途
で
あ
る
が
、
予
想
外
の

成
果
が
あ
が
り
、
ニ
ホ
ン
ム
カ
ン
ジ
カ

他
四
十
数
種
の
化
石
骨
が
続
々
と
発
堀

さ
れ
、
何
れ
も
三
十
万
年
前
後
に
生
息

し
て
い
た
も
の
と
発
表
さ
れ
て
い
る
。

注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
こ
れ
侭
ど
多

数
の
種
類
が
こ
う
し
た
と
こ
ろ
に
ま
と

ま
つ
て
発
堀
さ
れ
る
と
言
う
こ
と
。

ネ
ア
ン
デ
ル
タ
ー
ル
と
思
わ
れ
る
化

石
骨
の
一
部
が
発
堀
さ
れ
て
い
る
こ
と

で
、
特
に
原
人
の
骨
は
非
常
に
重
要
な

価
値
と
意
義
を
も
ち
、
こ
の
一
部
を
も

つ
て
鹿
ノ
川
原
人
と
名
づ
け
る
こ
と
は

問
題
が
あ
る
に
し
ろ
、
今
后
更
に
発
堀

が
進
み
、
百
％
原
人
の
骨
と
断
定
の
で

き
る
も
の
が
発
堀
さ
れ
る
と
、
我
々
の

祖
先
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
三
十
万
年

前
の
人
類
に
対
し
、
何
よ
り
の
供
養
に

な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

A
 〇九八

一
五
一
七 原

人
は
と
も
か
く
、
ど
の
古
生
物

の
化
石
骨
も
貴
重
な
資
料
で
あ
り
、

素
人
が
そ
れ
ぞ
れ
も
つ
て
い
て
も
何

の
役
に
も
た

4

な
い
が
、
学
問
の
上

で
は
非
常
に
大
切
な
、
か
け
が
え
の

な
い
資
料
で
あ
る
の
で
、
保
存
に
つ

い
て
特
別
な
協
力
を
お
願
い
し
た
い

何
か
の
形
で
今
後
も
発
堀
調
査
は

追
め
る
予
定
で
あ
る
の
で
附
近
へ
の

立
入
り
や
発
堀
は
厳
禁
し
て
あ
る
が

、
発
堀
さ
れ
た
も
の
を
保
存
さ
れ
て

い
る
人
に
も
是
非
一
応
届
け
出
て
鑑

定
を
求
め
て
い
た
ゞ
く
よ
う
切
望
す

る。

月
模
擬
無
線
訓
練

中
学
校
統
合
研
究
委
員
会
開

催赤
痢
患
者
発
生
（
汗
生
）

青
年
学
級
中
央
研
修
会
開
く

赤
痢
患
者
発
生
（
下
大
和
）

婦
人
会
一
夜
講
習
会
を
開
く

赤
痢
患
者
発
生
（
下
大
和
）

新
任
県
公
営
事
業
局
次
長
来

村
赤
痢
患
者
発
生
（
三
名

下
大
和
小
藪
）

村
議
会
協
議
会
開
催

大
洲
保
健
所
長
伝
染
病
予
防

対
策
の
た
め
来
村

長
乙
日
の
出
来
屯

八――― 一四

鹿
野
川
古
生
物
化
石
の
発
堀
と
そ
の
意
義

/75g順7。20

編

肱川村役場

発

集

行

肱川村教育委員会

共同募金運動につい
昭和三十三年度国民たすけあい共同募金運

動の実施期間は十月一日から末日までの間で

あります。毎年皆様の御協力によつて目標額

の達成完遂を致しておりますが本年度は社会

の諸状態から昨年度目標額の二割増の目標額

となりました。このことは瑯或社会の困難者

を一人でも多く助けることのために増額され

た訳であります.本年は皆さんの一段の御協

力をいたゞかなければ目標額の達成が出来ま

せん。本月は準備期間ですが充分に共同募金

の趣旨を了解いたゞき格別の御協力下さるよ

う御願いを致し

とし~I) の日について
侮年九月十五日はとしよりの日として全国

的にとしよりのしあわせのために色々と催し

が行われます。ぉとしよりのしあわせのため

に社会的に個人的に協力をお願いします。

肱川村の最高令者

中居イマ．女

肱川村の本年度米寿者

中居谷二宮イセノ女

大谷寺田イソ女

満93オ
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九 六五四二 一九
ニ
八
二
九
三
〇

二
六

二
三
二
五

選
挙
管
理
委
員
会
を
開
く

青
年
建
設
班
結
成
式
挙
行

特
別
委
員
会
鬱
観
光
協
会
合

同
会
議
を
開
く
愛
媛
電
通

部
。
内
子
電
報
電
話
局
係
員

敷
水
部
落
農
村
公
衆
電
話
架

設
工
事
測
量
の
た
め
来
村

獣
骨
発
堀
調
査
の
た
め
横
浜

大
学
教
授
鹿
間
時
夫
理
博
愚

愛
大
教
授
永
井
浩
三
理
博
一

行

来

村

妍

婦

検

診

実

施

大
谷
沖
野
屋
橋
竣
工
式
挙
行

園
芸
同
志
会
役
員
会
を
開
く

鹿
ノ
川
化
石
学
術
講
演
会
を

開
く
詔
師
横
浜
大
学
教
授

鹿
間
埒
士

月
獣
骨
化
石
展
示
会
並
に
懇
談

会
を
開
く

獣
骨
化
石
発
堀
調
査
を
終
る

民
生
委
員
会
開
催

村
内
小
中
学
校
長
会
を
開
く

V
Y
S
指
導
者
一
夜
講
習
会

を
開
く
＇

塵
埃
処
理
場
設
置
懇
談
会
を

開

く

教

育

委

員

会

村

内

小
中
学
校
教
頭
会
を
開
く

ダ
ム
保
償
委
員
会
開
催

乳
幼
児
健
康
診
査
会
及
び
ジ
フ
テ
リ

ア
予
防
注
討
を
実
施
す
る
か
ら
該
当
者

は
全
員
参
加
し
て
下
さ
い
。

該
当
者
（
左
記
期
間
内
の
出
生
者
）

乳
幼
児
健
康
診
査
会

自
昭
和
三
十
二
年
七
月
一
日

至
昭
和
i

二
十
二
年
十
二
月
三
十
一
日

ジ
フ
テ
リ
ア
予
防
注
射

自
昭
和
三
十
二
年
三
月
一
日

．
至
昭
和
三
十
三
年
二
月
二
十
八
日

尚
期
日
は
九
月
下
旬
実
施
の
予
定
該

当
者
に
は
後
甘
通
知
書
を
配
布
す
る
。

克
ご
命
多
、
藷
、
合

次
の
よ
う
に
品
評
会
を
行
い
ま
す
か

ら
、
全
頭
の
こ
ら
ず
出
品
下
さ
い
。

九

月

二

十

六

日

岩

谷

保

協

＇

下
；
中
。
中
央
急
上
・
各
敷
水
・

下
：
上
嵯
餓
谷
。
菟
の
．
尾
。
橡
木
ぜ

十

月

五

日

弁

天

道
の
尾
R
か
じ
ろ
・
中
居
谷
R
協
生

共
営

十

月

七

日

大

谷

公

民

館

大
谷
事
業
所
地
区
内

乳
幼
児
健
康
診
査
会
及
び
ジ
フ
テ

リ
ア
予
防
注
射
実
施
に
つ
い
て

g『オ
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十

月

八

日

鹿

ノ

川

市

場

下
＂
上
大
和
。
小
緻
疇
下
。
上
鹿

ノ
川
。
三
和
。
月
の
尾
亀
上
森
山

。
赤
岩
：
山
槌
゜
汗
生
へ

4
畑

井

。
萩
の
尾

0

小
畑
井
。
萩
の
尾
こ
汁
生

i"^
山
槌

。
上
森
山
等
の
部
落
は
鹿
ノ
川
で

も
弁
天
で
も
、
何
れ
の
所
へ
出
品

さ
れ
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

0

昨
年
の
地
区
別
出
品
頭
数
は

岩

谷

二

0

弁

天

五

0

大

谷

六

0

鹿

ノ

川

三

〇

予

子

林

七

0

計

二

三

〇

で
、
全
頭
数
の
三
分
の
一
で
，
す
。

0

畜
産
物
も
、
農
産
物
と
同
じ
く
、

値
下
り
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
飼

育
に
経
営
に
販
売
に
高
い
技
術
が

欲

求

さ

れ

ま

す

。

'

0

ふ
る
つ
て
参
加
し
て
下
さ
●
゜

・

贔

’

果
樹
園
の
あ
っ
せ
ん

．
 

今
秋
植
付
を
希
望
の
方
は
、
十
月

末
日
迄
に
申
込
み
下
さ
い
。
＿
．
（
部
落

畏
経
由
ー
村
経
済
係
へ
）
↓
i

0

品

種

柿

富

有

早

生

富

有

9

あ
た
ご

栗

赤

中

銀

よ

せ

岩

根

柿
十
円
栗
五
円
の
補
助
を
し
ま
す

" ` -".. ¥r. 
I 

了
八
鬱
三
一
現
在

人

口

男

四

°
-
0八
人

女

三

。

八

一

0
人

計

七

魯

九

一

八

人

世

帯

数

一

鬱

五

0
四

死の
尾

中

津

ア
イ

藤
川
イ
マ
ヨ

亡

中

居

谷

下中嘉 上

”門居 ”柳大”
川谷城 和

藤影

の
出

原地

国

保

受

診

証

取

扱

に

つ

い

て

病
気
の
為
ぉ
医
者
に
行
か
れ
る
時
は

必
ず
受
診
証
の
携
行
を
励
行
し
て
下
さ

z
o
 

し

一
部
負
担
金
の
間
違
い
の
原
因
は
受

診
証
を
提
示
せ
ぬ
為
医
師
が
推
定
に
て

記
入
さ
れ
る
に
よ
り
起
る
の
で
す
。

兵兵松光三岩上宮楠和井岩生
頭頭下田生田川田本気上田

加百百

朋久 恭由奈鈴合清合睦
子子篤修子子江美子子子子



私

は

、

く

ら
し
を
た
て

4

ゆ
く
た
め
で
す
が
一
方

で
は
、
生
活
の
仕
方
が
、
農
業
経
営
の

あ
り
方
を
左
右
も
し
て
い
ま
す
。

一
体
私
た
ち
の
家
庭
生
活
は
ど
の
よ

で

う
な
役
割
を
も
つ
て
お
る
か
考
え
て
見

一

ま

せ

う

。

と

第
一
に
、
労
働
再
生
産
の
場
、
す
な

つ

か

つ

て

色

つ

わ
ち
、
明
日
の
働
く
力
を
を
作
る
と
こ

ろ

で

す

。

一

日

の

労

働

で

消

費

し

た

カ

レ

を

用

い

て

を

。

消

費

で

あ

る

ー

大

を

補

い

、

明

日

の

力

を

つ

く

り

そ

の

上

す

に

健

康

な

体

を

維

持

す

る

た

め

の

力

を

を

し

て

お

り

ま

す

た

く

わ

へ

る

た

め

に

、

生

活

は

大

切

な

ヵ

、

そ

の

生

産

の

仕

方

よ

っ

役
割
を
も
ち
ま
す
。
こ
の
た
め
に
、
栄
ぅ
け
た
り
7

損
を
し
た
り
し
て
お

養
の
こ
と
、
安
眠
の
た
め
、
健
康
の
た
す
。
買
ふ
も
の
よ
り
も
高
く
つ
い

め
の
環
境
術
生
の
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
で
は
｀
何
に
も
な
ら
な
い
の
は
言

え

る

の

で

す

。

も

あ

り

ま

せ

ん

。

例

へ

ば

ミ

シ

ン

第
二
に
、
人
間
形
誓
場
、
即
ち
次
年
に
何
枚
か
の
プ
ラ
ウ
ス
を
ぬ
つ

ー
だ
け
で
、
お
と
は
座
し
き
の
隅
に
飾

の
農
民
を
つ
く
る
所
で
す
。

次
の
農
民
は
、
私
た
ち
の
く
ら
し
の
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
こ
の
プ
ラ
ウ
ス

中
で
生
れ
、
育
て
ら
れ
る
の
で
す
。
一
枚
い
か
ほ
ど
の
値
段
に
な
る
で

L

あ
る
学
者
が
、
生
れ
だ
て
の
子
供
を
、
う
か
。
労
力
を
少
く
す
る
た
め
の
絣

完
全
に
人
間
と
は
な
し
て
｀
あ
る
動
物
機
を
買
っ
た
た
め
尺
今
迄
以
上
に

と
一
緒
に
育
て
た
と
こ
る
そ
の
子
供
は
働
か
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
例
は
冬

人
間
の
発
音
が
出
来
な
か
っ
た
と
言
ふ
の
で
す
。
逍
具
や
機
械
が
飾
り
や
見

研
究
発
表
を
し
た
し
と
が
あ
る
そ
う
で
一
と
し
て
買
わ
れ
、
十
分
生
活
や
紐
営

す
。
こ
の
実
験
の
様
に
、
人
間
の
子
で
中
に
生
さ
れ
て
お
ら
ぬ
た
め
で
し
よ

あ

る

か

ら

自

然

に

人

間

の

発

音

が

出

来

。

つ

く

よ

る
の
で
は
な
く
軍
乳
を
の
む
と
き
か
ら

い
つ
も
い
つ
も
耳
に
し
、

と
に
よ
っ
て
自
然
の
中

を
お
ぽ
え
る
の
と
同
じ
よ

の

頃

か

ら

毎

日

聞

大

人

の

全

子

強

く

影

響

で

台

所

に

お

畑

の

中

の

、

非

あ

た

り

前

る

。

自

分

<

し

を

そ

ち

の

げ

に

し

だ

け

を
教
え
て
も
、
た
や
す
く
こ
の
子
供
の

頭
を
切
り
替
え
る
こ
と
は
む
つ
か
し

い
の
で
す
。
よ
り
よ
い
子
供
を
造
る
た

め
に
生
活
の
大
切
な
こ
と
か
わ
か
り
ま

す
。
／
’
)
＇
，
．

第
三
に
家
庭

の

で

あ

り

で
はミ
ッ
の
よ
、
子
一`わ
り
ば
す
上
の
生
活
表
面
に
生
ヵ

力

は

ま

だ

ま
す
ど
う
ぞ
宜

す
る
次
第
で
す

御
地
に
転
任
し

変

大

き

な

抱

い

ま
す
。
私
は

ら
し
い
ケ
ー

と
し
て
、
足

年
四
月
こ
の

営
し
て
お
り
ま

様
に
於
か
れ
て

し
計
画
を
進
め

す
ぺ
て
の
面
に

て

参

り

ま

し

た

で

も

お

役

立
ち
た
い
と
思
つ
て
お
り
ま
す
。

え
あ
が
る
一
般
の
意
思
は
何
物
を
も

尽
す
と
言
ま
す
が
｀
や
れ
ば
や
れ
る

の
だ
好
く
よ
く
や
っ
た
も
の
だ
と
つ

づ
く
思
い
ま
す
。

で
は
当
初
反
対
し
た
人
も
統
々
加
入

す
る
し
、
非
常
に
喜
ん
で
9

す

御

節

介

だ

と

も

思

い

ま

す

ふ

を

ち

た

い

と

言

ふ

気

持

も

多

△

つ

居

ま

ず

。

皆

様

是

非

建

設

”

て

欲
を
燃
上
ら
せ
て
下
さ
い
。

上

一

石

を

投

じ

て

見

た

訳

-

い

す
か
採
上
げ
る
か
否
か
は
5

に

委
せ
し
て
貴
重
な
紙
面
を
t

た

と

を

御

詫

び

+

る

と

共

に

＾

よ

い
た
し
ま
す
。

力
とないをつげる虫のこえが次第に高くな

じるようになつてきまし

はじめ

なくあわたゞし

“つて

た。

ることで

まります曹

ランスもよくなりま

にとかく

罰そして

れるのや、

月や、すよき

ものです。

争

乏

ゆ

肱
川
ト
ラ
ッ
ク
土
場
値
(
-
オ
当
り
）ー

ス

ギ

ヒ

ノ

キ

マ

ッ

二
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